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ピニノレテープは h/r の増加にともない座屈応力， 座屈歪はそれぞれ急増，漸増し， h/r が
0.0275--0.055の範囲で座屈応力は0.9--4.3 kg/cm2 座屈歪は0.3--0.8泌を示す。
ポリエチレンテープも h/r の増加にともない座屈応力，座屈歪はそれぞれ急増，漸増し， h/r 
が0.03--0.05の範囲で座屈応力は13--40 kg/cm2，座屈歪は0.3-- 1. 8%を示す口
ポリプロピレンテープの座屈特性は h/r の増加に対して， 座屈応h ， 座屈歪共に急増し，
h/r が0.03--0.05の範囲で座屈応ノJ は 6.5--50 kg/<.:m2，座屈歪は0.28-- 1. 196である。
また布テープについては h/r の増加で座屈応))， 座屈歪はそれぞれ急増， 漸増し， h/r が



































第 4 編はスパイラノレ絶縁層ならびにスパイラ Jレ外装紙の曲げ座屈について実験的研究を行なった結
果を述べたもので絶縁紙のギャップに隣接絶縁紙が曲げのときに落ち込む座屈敏発生条件を求めるた
め，特殊な座屈敏発生試験器を試作し，これをテンシロン圧縮試験機にかけて絶縁紙円筒の圧縮試験
を行ない，座屈敏発生条件を明らかにして，その防止対策を論じている D 進んで外装材料中のビニル
テープ，ポリエチレンテープ，ポリプロピレンテープ，布テープについても同様の試験を行ない敏発
生防止対策を明らかにしている。
さらにこれらの諸材料の座屈特性向上対策について究明し積層条件と座屈雛との関係を求めてい
る。
第 5 編はこれら研究の結果を総括したものである。
本論文は電力紙ケープルのスパイラル特性に関する基礎的な究明を行ない，各スパイラル構造ごと
にあるいは総合的なスパイラノレ構造における実用的問題をとらえ，広範な実験的追求 iとより電力紙ケ
ーフツレの製造ならびに使用時における諸問題に明確な解決を与え，その機械的性能の向上化に大きく
寄与するとともに電力ゴムおよびプラスチックケープ、ノレ，通信ケーブノレその他のスパイラノレ加工品あ
るいは積層材を製造する場合の参考資料を提供したもので工学上ならびに工業上に貢献するところ大
きいものがある。
よって本論文は博士論文として十分価値あるものと認める。
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